






























M1 は15. あり， M2の16.6歳に対し， 5 %水準で有志;差がみられた。
らオLた100mのペスト はM1が12.0s巴C ご， M2の11.5 secに対して 5%
については差はみられ伝かった。走幅跳のベスト







1.7 (1.0) i 1.6 (0.9) 1.7 (1.3) 
f)くO.OS
Ml マーク l伺使用者 M2 マーク 2個使用者
(B) :走幅跳ベスト記録 ( )内の数字は標準偏差
本端本 pぐて0.001




















は6.00m未満， 6.00~6.30m ， 6.30m以上の 3つの間でいずれも 1% 
っTこ。
グループが39.0mで最も長く 9 最も短かった6.00~-6. 30mのグループ (32.8
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100mベスト記録は， M2の静止姿勢のグループが11.5 sec .， M 2の移動姿勢のグループが11.4 s巳
cでMlの静止姿勢との聞にそれぞれ 5%水準て、有意差があった。








全 M l M 2 
開始姿 静止 移動 静止 移動 静止 移動
N (人) 13 10 9 4 Lつ》
「一 1 
100 m ( sec. ) 12.0 11. 7 12.2 11. 8 本11.5 1. 4 
(0.5) (0.4) (0帽 4J (0.3) (0.3) * (0.3) 
(B) (cm) 6.16 6.09 6.04 6.21 6.43 5.80 
(0固41) (0.31 ) (0.33) (0.25) (0.44) (0.22) 
γ一一一一一一一一一一一ー一一一一一
(C) (cm) 5.98 5.89 5.89 6.01 6.20 5.61 (0.46) (0.44) (0.42) (0.42) (0.46) (0.35) 
一一一
(年) 1.8 (1.0) 1.5 (1.0) 1.6 (0.7) 1.7(1.0) 2.3 (1. 3) 1. 0 (0.8) 
「
助 (m) 36.5 34. 1 34.4 32，。5)一→*告昨在 3* * 39.7 (4.2) (4.6) (3.1)ヒ )ホ本 (0.4)
ト ー 一一一一一一一一一
跳 数(回) 39 30 27 21 12 9 
ト一一一一一一一一一一
ブア ノレ(回) 5 5 4 4 1 l 
F (回) O. 13 0.20 O. 15 0.19 0.08 0.11 
切の 15.3 20.4 16.3 21. 1 12.9 18.9 
cm (14.9) (15.1) (13.2) (15.8) (17.7) (13.5) 
ト
lマークの誤差 8.0 39. 5 3.57一)時r-42.91 17.7 25.0 
(cm) (27.1) (23.7) ( 30. (18.4) (11. 4) (35.2) 
L一一一一一一慣
本 Pく仏 05 *ホ P <0. 01 
Ml マーク]個使用者 M2 マーク 2個使用者
( J3)走幅跳ベスト記録 L] (C) 走幅跳試fT時記録
F J :跳躍総数当たりのファール数
表 6 被験者がどのような目的でマークを置いているかを示したものである。




6 マーク 時的 unit 人
fト-ーー
r"棚田一切E 四ー時間柑即時一一甲南ーー輔仰向
目 的 第l ク 第2マーク
M 足 と〉、 わ せr=l 
スピードをあげる 。
1v1 /仁比;:J一
よ〉、 わ せ: 7 4 仁ゴ
2 スピードをあげる 。 3 
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チェーツクマークを置くことでファール数，踏切 a 第 1マークの誤差はさらに小さくなったことから，初
レベルの競技者ではヲ静止姿勢から助走を開蛤し，マークを 2個置くことがファールせずに，有効
な踏切を行うことができる方法であることを示していると考えられる(表 5)。
第 2マ』グの設定方法については， a)助走開始から 6~ 8歩目(踏切板から65-70%)，b)助走
の中間点(
1) ，本研究℃
ら 50-~55%) ， c)踏切前 6- 8 歩目(踏切板から 30~40% )の 3つのタイプがあ
2マークを助走の前半に置いている競技者が大部分を占めた。(表 7)一般に--
走の最終的加速と，踏切への準備段階にきたという確認を得るために c) タイプのよ
(5)， (8) (4) 
つiこ， 2マークを踏切板の近くに置く場合が多いことが報告されている。一方，村木はヲ第2マーク
としてスタートから 6-7歩自に置くことが望ましいとし，その理由として「この初期加速






























勘定距離はラ走幅跳の記録が最も良かったグjレν フ (6.30m以上)がヲ 39.0mで最も長かった。
しかし可幅跳の記録が6.00m未満のグループと6.00~6. 30日1のグループを比較すると，助走距離
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